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（東京証券取引所上場 証券コード：８４２１） 

（略称：信金中金） 
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Ⅰ．信金中金の姿 
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1 ゆうちょ銀行 180兆円 

2 三菱ＵＦＪ銀行 148兆円 

3 三井住友銀行 115兆円 

4 みずほ銀行 113兆円 

5 三井住友信託銀行 76兆円 

6 農林中央金庫 68兆円 

7 三菱ＵＦＪ信託銀行 49兆円 

8 りそな銀行 39兆円 

9 信金中央金庫 34兆円 

10 みずほ信託銀行 28兆円 

国内金融機関の資金量ランキング 
 （平成30年９月末） 

(出所) 平成30年12月14日付ニッキン 

出資金：6,909億円 

総資産：40兆円 

資金量：34兆円 

拠  点：国内14店舗 

  海外 5拠点 

役職員：1,233人 

普通出資 ： 6,000億円（信用金庫からの出資） 

優先出資 ：   909億円 
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信用金庫の中央金融機関として、信用金庫業界の発展につとめ、 
もってわが国経済社会の繁栄に貢献する。 

(注)平成30年9月末 

経営理念 

プロフィール 

信金中金の概要 

大阪支店 

（大阪市中央区農人橋１丁目） 



「全国信用協同組合連合会」創立 

「全国信用金庫連合会」へ組織変更 

（略称：全信連） 

信用金庫海外経済研究所ニューヨーク事務所 

（現 ニューヨーク駐在員事務所）開設 

金融債発行開始 

ロンドンに全信連インターナショナル㈱ 

（現 信金インターナショナル㈱）設立 

香港駐在員事務所開設 

「信金中央金庫」へ名称変更 

（英文表示：Shinkin Central Bank） 

東京証券取引所へ優先出資を上場 

上海駐在員事務所開設 

優先出資者向け優待制度導入 

バンコク駐在員事務所開設 

 

沿革 
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昭和 25年 6月   

        26年11月 

             

   58年11月 

 

平成 元 年12月 

     2年10月 

      

    6年11月 

平成 12年10月 

 －創立50周年―  

        12月 

      16年 9月 

  23年 9月 

  24年10月 



信金中金の役割 

個別金融機関  

１ 
信用金庫の業務機能の 

補完 

信用金庫業界の信用力の 

維持・向上 
２ わが国有数の機関投資家 ２ 

３ 地域社会に貢献する金融機関 

１ 
総合的な金融サービスを提供する 

金融機関 

信用金庫のセントラルバンク 

・ 国内外の金融市場で約34兆円を運用 

・ 大企業等に対する約7兆円の貸出 など 

▶ P５ 

▶ P６ 
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・グループ一体となった金融サービスの提供 

証券業務 
しんきん証券 

信金インターナショナル （ロンドン） 

投資運用業務 しんきんアセットマネジメント投信 

消費者信用保証業務 信金ギャランティ 

投資・Ｍ＆Ａ仲介業務 信金キャピタル 

データ処理の受託業務等 しんきん情報システムセンター 

事務処理の受託業務等 信金中金ビジネス 
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庫 
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～信用金庫のセントラルバンクとしての役割①～ 

信用金庫の業務機能の補完 

信 

用 

金 

庫 
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信 

金 

中 

金 

投信・保険・信託 

創業・成長支援 

経営改善・事業承継支援 

海外進出支援 

業務機能の補完 信用金庫の業務 

 
 
 

信用金庫が 
 
 
 
 
 
 
 

に向けて行う 
業務のサポート 

 
 
 
 
 

ビジネスマッチング 

預金・融資・為替業務 

代理業務（代理貸付） 

預かり資産業務 

 

取引先の課題解決に 

向けたサポート 

 

 

 

 

 

中小企業 

個人 

地域 

中小企業 

個人 

地域 

 
 
 
 
 
 
 



～信用金庫のセントラルバンクとしての役割②～ 

信用金庫業界の信用力の維持・向上 

信 

金 

中 

金 

信 

用 

金 

庫 

③資本増強制度 
資本支援による経営体力の増強 

信用金庫経営力強化制度 
～信用金庫業界のセーフティネット～ 

②経営相談制度 
経営課題の把握と解決策の提案 
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安心な 
お取引 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①経営分析制度 
財務を中心とした経営状況の分析 

信 

用 

金 

庫 

取 

引 

先 



Ⅱ．信用金庫とは 
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信用金庫と銀行のちがい 

株式会社 組織形態 協同組織 

会員資格 なし 
事業地区の個人（住民・
勤労者）・中小企業(※) 

およびその役員 

事業内容 
預金・融資・為替業務、 

投資信託・保険の窓販など 

預   金  制限なし 

(※) 従業員300人以下または資本金9億円以下の事業者 

 信用金庫   銀  行  

(出所)  日本銀行資料（平成30年３月末）より信金中金作成 
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貸   出  制限なし 原則、会員が対象 

その他 
  8% 

個人 
78% 

法人 
18% 

その他 
  4% 

個人 
59% 

その他 
9% 

法人 
32% 

信用金庫  銀  行  

信用金庫 

中小企業：資本金３億円（卸売業は１億円、小売業、飲食業、物品賃貸業
等は 5千万円）以下または常用従業員が300人（卸売業、物品賃貸業等は
100人、小売業、飲食業は50人）以下の企業（法人および個人企業） 

中小企業 
64% 

個人 
28% 

その他 
  8% 

中小企業 
41% 

その他 
31% 

個人 
28% 

 銀  行  

貸
出
先
別
構
成
比 

預
金
者
別
構
成
比 

制限なし 一定の地域に限定 事業地区 



全国に拡がる信用金庫のネットワーク 

(注)信用金庫数：平成31年1月末（店舗数は平成30年12月末）  

東海 
37金庫 

関東 
49金庫 

東北 
27金庫 

東京 
23金庫 

四国 
10金庫 

北海道 
20金庫 

中国 
21金庫 

九州 
27金庫 

沖縄 
１金庫 

北陸 
16金庫 
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全国260金庫 
【7,314店舗】 

しんきんゼロネットサービス 

全国の信用金庫のＡＴＭ約20,000台で、一定の 
時間内に現金の預入れ・引出しの手数料が無料 

近畿29金庫 
【1,202店舗】 

 

 
うち､大阪府 

７金庫【321店舗】 



信用金庫業界の預金・貸出金 

（単位：兆円） 

預金・貸出金残高の業態別比較 

預金 貸出金 

都市銀行 362 196 

地方銀行 263 205 

信用金庫 143 71 

農    協 103 20 

第二地銀 65 51 

信用組合 20 11 

労働金庫 20 13 

（注）  平成30年9月末 

（出所）都市銀行、地方銀行、第二地銀：全国銀行協会「全国銀行預金・貸出金等速報」 

       農    協：農林中央金庫「全国ＪＡ貯金・貸出金残高速報」 

       信用組合：全国信用組合中央協会「全国信用組合預金・貸出金等状況」 

       労働金庫：全国労働金庫協会「全国労働金庫預金・貸出金残高」 

預金・貸出金残高の推移 

自己資本比率の推移 
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13.16% 13.17% 13.08% 
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Ⅲ．最近の取組み 
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中小企業の取組みにかかる支援 

インバウンドビジネスのサポート 
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事業承継のサポート 

 信用金庫からの相談窓口となる「事業承継ホットライン」を設置 

 専門家と連携し、税務等の専門知識を必要とする相談にも

対応可能 

（体験メニューの一例） 

国内の販路拡大に向けたサポート 

㈱ジェイアール東日本商事と連携したビジネスマッチング    

企画を実施し、通販で販売する商品や駅で開催するイベントで

販売する商品を募集 

 ㈱地域ブランディング研究所（運営会社）と連携し、  

「インバウンド向け『日本体験』販促支援パッケージ」を提供 

 訪日外国人観光客を対象に、

信用金庫取引先が提供する

日 本 各 地 の 文 化 や 生 活 を  

体験できるメニューを、運営 

会社のWebサイトや、トリップ

アドバイザー等の大手旅行 

情報・予約サイトに掲載 

エリア 体験内容 

栃木県 １日着物レンタル体験 

福井県 伝統の和食づくり体験 

岐阜県 食品サンプルづくり体験 

京都府 扇子絵付け体験 
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金額（右軸） 件数（左軸） 

信託契約代理店・取扱実績の状況 信用金庫を通じた商品・サービスの提供 

平成30年9月末時点で、信託契約代理店は      

全国147金庫、2,000店舗に到達 
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個人の資産形成や相続に向けた取組み 

（件数） （億円） 

 （２商品合計の取扱実績）  

2,150件、118億円 

若年・中年層 高齢層 

個人向け信託商品 

 しんきん相続信託 
    「こころのバトン」 

 しんきん暦年信託 
    「こころのリボン」 

ｉＤｅＣｏ 
(個人型確定拠出年金) 

投資信託 

しんきん傷害保険付定期積金 
しんきんファミリーサポート定期積金 

ジュニアＮＩＳＡ 
つみたてＮＩＳＡ 

ＮＩＳＡ 



 地域の付加価値向上を目指す取組み 
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助成金 
総額10億円程度 
（１事業あたり原則1,000万円以内） 

助成期間 平成29年度から平成31年度まで 

助成対象事業 
地域の課題解決のため、信用金庫および地元
企業などが実施し、融資に繋がる事業に助成 

助成実績 
31事業 
3億1,000万円 

 助成事例－地方創生推進事業「巡リズム」進化による
「アクティブシニアの生きがい就労促進」 

 

日本財団「わがまち基金」を活用した助成 

地域にいる経験豊富でスキルの高い大手企業ＯＢを    
“アクティブシニア”として、地元企業とマッチング 

 
アクティブシニアへの「生きがい就労機会」の提供 
地元企業の課題解決を支援 
 
 
 
 

         地 域 社 会 の 発 展  

 
 
 

諮問会議による審査

信金中金

日本財団

わがまち

基 金

全国信用

金庫協会
学識経験者

信用金庫

地元企業など

（事業ﾊﾟｰﾄﾅｰ）

助成金

助成金

助成金

申請
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フィンテック企業との連携による新たなサービスの提供 

㈱Origami との資本・業務提携 

 社会のキャッシュレス化に向けた動きが本格化するなか、

QRコード等のスマホ決済サービス「Origami Pay」を 

提供する ㈱Origami と資本・業務提携 

 キャッシュレス決済の環境整備や地域特性に応じた      

ビジネスモデルの構築を通じて、地域活性化を推進 

店舗側の提示する価格情報等が組み込まれた    

「QRコード」をスマートフォンで読み取ることで、即座に

決済が完了 

（※） 

全国に拡がる信用金庫 × スマホ決済オリガミペイ 

 信金中央金庫は信用金庫とともにキャッシュレスを 

 通じた地域の活性化に取り組みます 

新幹線での電光文字広告 

 平成31年1月～3月、東海道・山陽・九州新幹線で   

電光文字広告を掲載中 

決済(※) 
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フィンテック企業との連携による地域活性化の取組み 

 地域内の消費を喚起するために、特定エリア内の   

利用者に向けてOrigamiクーポンを活用 

お客さま 

クーポン配布  
販促メッセージ送付 

地元企業 

 口座提供等 

地域内の消費拡大に向けて 

来店 ・ 消費 

 集客支援 

地域外からの集客や消費拡大に向けて 

 Origami Payのメッセージ機能等を活用し、地元  

経済圏以外からの集客を行い、消費拡大や地域   

活性化を目指す 

 Alipay等のアジアにおけるＱＲコード決済利用者向け

の情報発信を通じたインバウンド需要の獲得を図る 

観光客 観光・祭り 店 舗 

Origamiアプリ上で 
メッセージクーポン配信 

Origami Payで
支払い 

  自治体 Origami ・ 信用金庫 ・ 

信用金庫 

信金中央金庫 



 信用金庫業界の復興支援等 
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信金中金の本店で、東北と熊本の特産品を集めた復興支援 
販売会を開催 

年度 件数 金額 

平成27年度 42件      122百万円 

平成28年度 42件      141百万円 

平成29年度  27件       96百万円 

合計 111件      360百万円 

平成30年7月豪雨（西日本豪雨）への対応の一環として、
新宮信用金庫から吉備信用金庫へ移動店舗車を貸与 

販売会の様子 

「しんきんの絆」復興応援プロジェクト 復興支援販売会の開催 

業界ネットワークを活用した支援 
【助成先による全体交流会の開催】 

【これまでの助成実績】 

助成先59団体82名のほか、信用金庫役職員、復興庁
職員が参加 

移動店舗での営業の様子 全体交流会の様子 



 地域社会貢献への取組み 
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私募債を発行する信用金庫取引先が指定する学校等に
対して、発行金額の一定割合分の物品を寄付（信用金庫と
信金中金が半額ずつ負担） 

しんきんＣＳＲ私募債「輝く未来」の提供 

「都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト」への参加 

小学生への「応援ノート」の配布 

東 京 オ リ ン ピ ッ ク ・   
パラリンピックに向けた 
メダル制作プロジェクト
に参加 

全国各地の小学生を対象に、
お金のはたらきや信用金庫の
業務を記載したノートを配布 

小学生に配布している様子 提供した携帯電話や小型家電など 

信用金庫取引先（発行体） 

信用金庫 

信金中金 

学校 

公益財団法人等 

寄付先・贈答品
の選定 

ＣＳＲ私募債の 
発行・引受 

寄付 



Ⅳ．財務の状況 
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資金調達および資産運用 

有価証券の内訳          

地方債 
6.1％ 社債・短期社債 

28.3％ 

株式・投信 
4.9％ 

国債 
31.1％ 

外国証券 
28.4％ 

その他 
1.2％ 

（注）平成30年12月末、単体ベース 

預金（譲渡性預金含む）
 

34.2兆円 
(84.7％) 

その他 
3.6兆円 
(9.0％) 

信金中金債 
2.5兆円 
(6.3％) 

地方公共 
団体等 
5.8％ 

事業会社 
43.0％ 

代理貸付 
4.1％ 

国・政府関係機関 
38.1％ 

その他 
9.0％ 

貸出金の内訳 短期市場運用 
16.8兆円 
(40.8％) 

貸出金 
7.1兆円 

(17.3％) 

その他 
0.5兆円 
(1.2 ％) 

有価証券 
16.8兆円 
(40.7％) 
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信用金庫等 信金中金 
資産運用 
41.3兆円 

大半が信用金庫 
からの預金 

資金調達 
40.4兆円 

有価証券 
貸出金 
短期市場運用 



安定的な収益 

 分散投資の推進や法人営業の強化等に取り組み、中長期的な観点で収益源の多様化を
進め、安定的な収益計上を目指す。 
 親会社株主に帰属する当期純利益の目標は、400億円とし、引き続き内部留保の充実に  
つとめることとする。 

30年度 

収益計画  

平成31年3月期第３四半期決算の状況 

親会社株主に帰属する 
四半期純利益 (連結・累計) 

３４１億円  

有価証券の評価差額 
合計（単体） 

３，９６０億円 

(億円) 

◆ 安定的な収益の確保 

 

 マイナス金利下における円貨収支の 

  安定化に向けた取組み 

 海外金利資産やクレジット資産、 

  リスク分散型ファンド等への投融資の拡大 

 大手事業会社向け直接貸出の拡大   
および新規先の獲得 

 信用金庫と連携した顧客紹介制度による
顧客基盤の拡充            

 

30年度の取組施策 
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（含み益） 



信金中金の優位性 

(※）  都市銀行は5行、地方銀行は64行の平均 
(出所) 各行ディスクロージャー資料 

(※）  資金量は預金、譲渡性預金、債券の合計 
(出所) 全国銀行協会 「全国銀行財務諸表分析」 

(※）  経費率＝経費／預金等平残 
(出所) 全国銀行協会 「全国銀行財務諸表分析」  

連結自己資本比率(国内基準) 

一人当たり資金量  経 費 率 

不良債権比率 

健
全
性 

効
率
性 

(※）  不良債権比率＝リスク管理債権／貸出金 
(出所) 全国銀行協会「全国銀行平成29年度決算(単体)」  
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(注)平成30年3月末 

格
付 

Moody's S&P R&I JCR 

A1 A A+ AA (注)平成30年12月末 

30.57% 

17.49% 

11.47% 
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30%

40%

信金中金 都市銀行 地方銀行 

0.60% 
0.82% 

1.66% 

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

信金中金 都市銀行 地方銀行 

274億円 

44億円 
20億円 

0

100

200

300

信金中金 都市銀行 地方銀行 

0.07% 

0.68% 

0.85% 

0.0%

0.5%

1.0%

信金中金 都市銀行 地方銀行 



Ⅴ．優先出資のご紹介 
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所有者数：計20,244先 

優先出資とは① （Ｑ＆Ａ） 

 Ｑ．"優先出資"とは、どういうものですか？ 

Ａ．"優先出資"とは、協同組織金融機関が自己資本の充実をはかるために、会員（信用金庫）からの 
   普通出資のほかに、会員外からも出資を募るために発行する有価証券です。 
   議決権を有しませんが、それ以外は基本的に株式と同様です。 

 Ｑ．"優先出資"はどのように売買するのですか？ 

Ａ．上場株式と同じように、東京証券取引所の取引時間中は証券会社の窓口やネット証券を通じて
売買できます。売買単位は１口です。 
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優先出資の個人所有者数の推移 

(注)平成30年9月末 

(先) 

17,956  

20,244  

17,434  

19,778  

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

H21.3 H22.3 H23.3 H24.3 H25.3 H26.3 H27.3 H28.3 H29.3 H30.3

全所有者数 うち個人所有者数 

優待制度導入 
（23年9月～） 

NISAスタート 
（26年1月～） 



優先出資とは② （Ｑ＆Ａ） 

 Ｑ．価格を知りたいのですが、どこで分かりますか？ 

Ａ．優先出資の価格は、新聞の株価欄のほか、ヤフーファイナンスなどの株価検索サイトや 
  信金中金のホームページなどで確認できます。証券コードは 「 ８４２１ 」 です。 
 
 

 Ｑ．配当や優待制度について教えてください。 

Ａ．年１回、3月末を権利確定日として配当を実施しています。 
   また、中間配当はありませんが、23年度から9月末を権利確定日として優待制度を実施しています。 

 Ｑ．優先出資を売買する場合の手数料や税金はどうなっていますか？ 

Ａ．株式と同様に税金や各証券会社所定の売買手数料が発生します。                     
優先出資の配当に関する税金は、株式と同様の証券税制が適用されます。 

８４２１ 株価検索 ☞ 

 Ｑ．優先出資は「ＮＩＳＡ」や「ジュニアＮＩＳＡ」の対象になりますか？ 

Ａ．対象になります。 

新聞の株価欄(イメージ) 
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****** 450 460 440 440 △4 3.2 ****** 450 460 440 440 △4 3.2

****** 1200 1300 1250 1270 ▲10 228.4 ****** 1200 1300 1250 1270 ▲10 228.4

****** 450 460 440 440 ▲5 786 ****** 450 460 440 440 ▲5 786

****** 1200 1300 1250 1270 △20 109.7

****** 450 460 440 440 △4 3.2

****** 1200 1300 1250 1270 ▲10 3.2 信金中金 2240 2248 2238 2242 △2 258

優 先 出 資 証 券

サ ー ビ ス
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平成28年3月 平成28年6月 平成28年9月 平成28年12月 平成29年3月 平成29年6月 平成29年9月 平成29年12月 平成30年3月 平成30年6月 平成30年9月 平成30年12月 

優先出資 日経平均 

優先出資の最近の価格推移 
平成28年4月 ～ 30年12月 

（注）平成28年3月31日の終値を100として指数化 
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価格（終値） 

上場初日 (12年12月22日) 200,500円 

上場来高値 (18年3月15日)  311,500円  

上場来安値 (21年4月14日) 102,400円  

－平成29年3月期－ －平成30年3月期－ 

28年3月31日 価格（終値） 

優先出資 223,300円 

日経平均  16,758円  

30年12月28日 価格（終値） 

優先出資 240,000円 

日経平均 20,014円  

－平成28年3月期－ 

優待権利確定 1口当たり配当：6,500円 1口当たり配当：6,500円 優待権利確定 1口当たり配当：6,500円 優待権利確定 



配当利回り 

2.70％ 

 
 

 
 
 

優先出資の配当 

１口当たり優先出資配当の推移 

配当の基本方針 
 健全経営の確保の観点から内部留保の充実につとめつつ、 

 将来にわたり安定的な配当を実施する。 

(注) 平成20年3月期以前の配当は、平成21年7月末を基準に実施した優先出資分割を考慮し、 分割割合にもとづき再計算しています。 

無
配 

12年12月 上場 

１口当たり 
合計6,500円 

（予想） 

安定的な配当 

平成31年3月期の  
配当予想(6,500円)
を平成30年12月末の
終値（240,000円）
で除して算出 
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－平成31年3月期－ 

合計 
( ①+② ) 
6,500円 

（予想） 

特別配当500円 
（合計7,000円） 

①参加配当 
   3,500円 

②優先配当 
   3,000円 

普通出資者よりも優先
的に支払われる配当 

普通出資者と同順位
で業績に応じて支払わ
れる配当 



優待制度のご案内 

 毎年９月30日現在の優先出資者名簿に記載または記録された１口以上を保有する優先出資者の皆さま 

30年度の優待内容 

対象となる方 

１口・２口 ３～９口 10口以上 

 優先出資者限定オリジナルグッズ 
 《波佐見焼 小皿５枚組》 

グルメカタログから一つ選択 
（3,000円相当、約70商品） 

グルメカタログから一つ選択 
（6,000円相当、約60商品） 

28 
(※) グルメカタログでは、全国特産品に代えて、寄付を選択することもできます。 

 全国の信用金庫取引先が取り扱うオリジナルグッズ・グルメカタログ 



グルメカタログ掲載商品（一例） 

3,000円相当（３～9口） 

6,000円相当（10口以上） 

【滋賀】近江牛肩ロース 
     すき焼き用 

【気仙沼】三陸産味付いくら 
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【宇都宮】餃子食べ比べ 
       ８色セット 

【新潟】特別栽培米 
     魚沼産こしひかり 

【浜松】三ヶ日みかん 

【栃木】完熟朝摘み 
     スカイベリー 

【大阪】西京漬け 
     10切れセット 

【大分】焼酎飲み比べセット 

【岐阜】かすてら・ 
     バウムクーヘンセット 

【北海道】夕張メロンゼリー 



 ＜信金中央金庫に関するお問合せ先＞ 

    総合企画部  ＩＲ広報室 

 T E L ： 03 （5202） 7700 

 E-mail： s1000551@facetoface.ne.jp 

 URL： http://www.shinkin-central-bank.jp/ 

 本資料は、信金中金の事業内容および業績に関する情報の提供を目的としたものであり、信金中金が発行する優先出資への投資を

勧誘するものではありません。 

 本資料は、信金中金が信頼できると判断した情報にもとづき作成したものであり、その情報の正確性、完全性を保証し又は約束する  

ものではありません。なお、本資料に記載された意見や予測等は、資料作成時点の信金中金の判断であり、今後、予告なしに変更される

ことがあります。 

 本資料は、投資家の皆さまがいかなる目的にご利用される場合においても、投資家の皆さまご自身のご判断と責任においてご利用  

されることを前提に作成しており、信金中金はいかなる場合においてもその責任は負いません。 

（略称：信金中金） 
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